
 

ビリボを使って 

ビリボを持ち歩きだした A くん。 

自分の力で通れるかな？前回のボールの

出来事覚えているかな？ と思いながら、

保育士みんなで見守ります       

色々なことを考え試しながら経験していった

ことで、“こうなったら こうなる”という 

物の仕組みが分かるようになっていきます。 

その学びが、自分の力となり、その姿を見て 

周りの子もいい刺激になっています。 

通れないよ～      

 

「あー」「うー」と声を 

出したり、表情で思い通りに 

いかない気持ちを 

訴えています。 

あれ？通れないな～ 

力を入れて 

押してみます！ 

何度も何度も 

向きを変えてチャレンジ

しています。 

自分で先にでて、 

引っ張ってみよう！ 

ここから通れることは知っている子ども

たちですが、すきまより大きな 

サイズの玩具、果たして通れるかな？ 

あとを続く 

T ちゃんは…？ 
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